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【1】 平成29年3月期 第１四半期累計期間決算の状況
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【1】 平成29年3月期 第１四半期累計期間決算の状況
①自動車流通業市場の背景

（出典：日本自動車販売協会連合会・全国軽自動車協会）

■ 平成29年3月期 第１四半期の自動車市場（軽自動車含む）
新 車 登 録 台 数 ＝ 107.7万台（前年同期比1.9％減）

中 古 車 登 録 台 数 ＝ 161.1万台（前年同期比0.4％減）

新 車 ⇒ 燃費不正問題の影響により、軽自動車の販売台数が大幅に減少。平成27年４月の軽
自動車増税の影響もあり、引き続き厳しい環境は続く見通し

中古車 ⇒ 前年同期比0.4％減少、新車の販売と同様に軽自動車の減少が影響しており、環境は
厳しい。
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【1】 平成29年3月期 第１四半期累計期間決算の状況
②業績ハイライト

オートオークション相場の下落や輸出事業の停滞が大きく影響

【1Ｑ】 売上高 7,387百万円（前年同期比87.9%）

営業利益 ▲180百万円（前年同期は102百万円）

経常利益 ▲172百万円（前年同期は110百万円）

（百万円）

8,399 

6,945 

8,405 

7,387 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

236

△ 174

102

△ 180
△ 250

△ 100

50

200

350

500

241

△ 166

110

△ 172
△ 250

△ 100

50

200

350

500

（百万円）（百万円）売上高 営業利益 経常利益

Ｈ26.3 1Ｑ Ｈ27.3 1Ｑ Ｈ28.3 1Ｑ Ｈ29.3 1Ｑ Ｈ26.3 1Ｑ Ｈ27.3 1Ｑ Ｈ28.3 1Ｑ Ｈ29.3 1Ｑ Ｈ26.3 1Ｑ Ｈ27.3 1Ｑ Ｈ28.3 1Ｑ Ｈ29.3 1Ｑ



5

【1】 平成29年3月期 第１四半期累計期間決算の状況
③貸借対照表

平成29年3月期

1Ｑ
平成28年3月期末 前期末比

流動資産 7,399 8,176  90.5%

固定資産 2,079 2,068 100.5%

総資産 9,479 10,245   92.5%

流動負債 1,772 1,965 90.2%

固定負債 744 779 95.5%

純資産 6,962 7,500 92.8%

負債・純資産合計 9,479 10,245  92.5%

（単位：百万円）

《補足説明（前期末比）》

 流動資産 ： 前期末比776百万円減少 現金及び預金328百万円、売掛金308百万円、商品156百万円減少

 流動負債 ： 前期末比193百万円減少 買掛金112百万円、短期借入金80百万円減少、未払金20百万円増加

流動比率417.5％ （前期末 416.0％）

 純資産 ： 自己株式の取得による減少261百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失175百万円、剰余金の配当

91百万円の計上

自己資本比率70.8％ （前期末 70.7％）
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【1】 平成29年3月期 第１四半期累計期間決算の状況
④損益計算書

（単位：百万円）

-99△175
親会社株主に帰属する
四半期純利益

-110△172経常利益

-102△180営業利益

4.7%1,4661,534販管費

△13.7%1,5681,354売上総利益

△11.7%6,8366,032売上原価

△12.1%8,4057,387売上高

前年同期

増減率

平成28年3月期

1Ｑ
平成29年3月期

1Ｑ

 売上総利益

： オートオークション相場の下落及び為替変動に伴う減退により減少（前年同期比12.1％減）

《補足説明》
 売上高

： 売上高の減少、市況の悪化に伴う利益率の低下により減少（前年同期比13.7％減）

 販売管理費 ： ブランディング戦略を積極的に展開したことにより広告宣伝費等が増加（前年同期比4.7％増）

： 売上高、売上総利益の減少により営業損失を計上 営業利益
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【1】 平成29年3月期 第１四半期累計期間決算の状況
⑤キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成29年3月期

1Ｑ
平成28年3月期

1Ｑ

営業活動によるキャッシュ・フロー 166 240

投資活動によるキャッシュ・フロー △84 △41

財務活動によるキャッシュ・フロー △410 △182

現金及び現金同等物の期末残高 2,885 3,910

《補足説明》

 営業CF ：税金等調整前四半期純損失172百万円。売上債権308百万円、たな卸資産156百円の減少、未

払消費税等71百万円の増加等のプラス要因により増加

 投資CF ：有形固定資産の取得による支出37百万円、資産除去債務の履行による支出27百万円、無形固

定資産の取得による支出23百万円等のマイナス要因により減少

 財務CF ：自己株式取得による支出261百万円、短期借入金の減少額80百万円、配当金の支払37百万円

等のマイナス要因により減少
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【2】 営業施策進捗
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【2】 営業施策進捗
①店舗出店

■「ガチ アウトレット カーチス筑紫野」オープン

（平成28年７月22日）

■「ガチ アウトレット カーチス江戸川」オープン

（平成28年4月27日）
 既存のカーチス江戸川（東京都江戸川区一之江）から

新たな店舗展開モデルであるアウトレット中古車を展
示、販売する第1号店としてリニューアル

今期純増5店舗を出店予定
【ガチ アウトレットカーチス筑紫野 外観】

 九州初のアウトレット店として福岡県筑紫野市にオープン
㈱カーチス九州販売が運営。既存店（福岡西、柳川）と
連携し、九州地区での販売網を拡大

新たな店舗展開モデル「ガチアウトレット」店舗をオープン
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【2】 営業施策進捗
②セールスプロモーションの強化

■新キャラクターによる新ＣＭ展開

 人気お笑いコンビ「バイきんぐ」さんと女優「ともこ」さんを起用。
全国にて好評オンエア中。

■「ピッカピ・カー査定団」 全国にて放送中（ＢＳ-ＴＢＳ）

 当社キャラクター（「バイきんぐ」さん、「ともこ」さん）が
出演し、好評放送中

放送日：毎週木曜日 21：54～

 今春、新ＣＭを屋外大型ビジョン（東京・大阪・仙台）を展開。今夏
は、全国36劇場でシネアドを展開。

引き続きブランディングを推進。

認知度の向上による買取・販売取引数の

更なる増大を図る

【販促用ポスター】

【ピッカピ・カー査定団】
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【3】 株主還元施策進捗



【2】 株主還元施策進捗
①自己株式の取得
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■ 自己株式の取得（平成28年5月11日付プレスリリース）

株主還元の強化及び経営環境の変化に応じた機動的な資本政策を遂行するため、
自己株式の取得を実施

 取得する株式の総数

 株式の取得価額の総額

 取得する期間

■ 自己株式取得終了（平成28年7月19日付プレスリリース）

 取得した株式の総数

 取得価額の総額

 取得終了後の自己株式数

：1,200,000株（上限）

：500百万円（上限）

：平成28年5月12日～平成28年9月23日

：1,200,000株

：370,218,700 円

：2,361,266株（発行済株式総数に対する割合 9.80％）

今後も積極的な株主還元を志向


